
13

県内事業者の競争力強化
環境生活部 環境生活総務課 ［2674］
商工観光労働部 企業振興課 ［2760］

産業技術政策課 ［2355］

●コロナ禍を契機とした社会変革やデジタル投資、グリーン投資の加速化による新ビジネスを生み出す
好機

●事業創出、研究開発から販路開拓まで段階に応じ、新しい時代に対応した県内事業者の競争力
強化を支援

研究・商品開発 販路開拓

●先駆的産業技術研究
開発支援

●「脱炭素！」企業拡大
プロジェクト

ポストコロナ時代に挑戦する産業支援

●デザイン経営導入支援

事業創出

●わかやま地場産業ブランド
力強化支援●わかやま中小企業元気

ファンド

●国内外個別・集団出展
補助

●わかやま農商工連携
ファンド

●わかやま産品商談会

●プレミア和歌山
●ヘルスケア産業創出

新規

•デザイン経営という経営手法を活用し、
県内企業のイノベーションを支援

新規

•脱炭素化への意識醸成と実践的な取組
を紹介する、業種別セミナーを開催

＜1.4億円＞

＜※元気ファンドと農商工連携ファンドで0.4億円＞



●起業家によるスタートアップ支援
・成功した起業家が起業家を育成するという新たな形の
創業者支援
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起業家によるスタートアップ支援

●「起業家が起業家を生み育てる」をコンセプトに、アントレプレナーシップを持つ起業家を
成功した起業家が育成・支援

ポストコロナ時代に挑戦する産業支援

創業機運醸成

発 掘 育 成 ・ 成 長

創業者成長支援

●起業家サミットの開催

●大学等での起業家教育

⇒和歌山で起業する魅力を発信

⇒ 起業家が成長できる機会・場所を提供

スタートアップ創出支援

・スタートアップ創出支援チーム
とのマッチングイベント

・スタートアップ創出支援チームによるハンズオン支援、
投資・販路開拓

相互
連携

商工観光労働部 企業振興課 ［2760］
産業技術政策課［2355］

新規

新規

新規

内 容
・月例会として起業家による講演及び参加者同士の交流
・成功した起業家によるメンタリング
・経営者間のネットワーク構築
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農業生産力の強化
（農業生産力の強化・経営の発展支援）

農林水産部 果樹園芸課［2902］

● 農業生産力の強化に向け、園地の若返りや新技術の導入等による生産性の向上が必要

対 策 支援メニュー 補助率

①生産性の向上
▶ ＩＣＴ等を使った機械設備の導入

▶ 省力化機械の導入 など
1/3
以内

拡充部分
1/2以内②施設園芸の拡大 ▶ ハウスの高度化 など

対 策 支援メニュー 補助率
①戦略品種の

早期産地化 ▶ 戦略品種への改植・高接 など 改植・高接
1/2
以内

その他
1/3
以内

②輸出の促進 ▶ 輸出産地への改植・高接
▶ 防風ネット整備 など

③生産対策の強化 ▶ スマート農機、マルチ栽培 など

・ 国内外のニーズに対応するため、戦略品種の早期産地化や
輸出産地の育成、生産対策を総合的に支援

・ 高い生産性が特徴のオランダ農業をモデルとした新技術の
導入等、生産から流通、販売までの取組を総合的に支援

日本一の果樹産地づくり 次世代野菜花き産地パワーアップ

拡充

ポストコロナ時代に挑戦する産業支援

拡充

・ 産地の生産力を増強するため、老木園の改植を推進 拡充

・宮川早生（みかん）
・ぶどうさんしょう
・じゃばら

拡大する対象品種
・ スマート化とハウスの高度化を加速 拡充

環境制御装置の導入と同時にハウスの高度化を行う場合、
高度化の補助率を引き上げ（1/3 ⇒ 1/2）

拡充

<1.1億円＞ <2.0億円＞
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和歌山版遊休農地リフォーム加速化
（戦略的な遊休農地の解消）

農林水産部 経営支援課［2890］

遊休農地をリフォームする取組の支援内容を拡充することで、
担い手への集積・集約を加速化

• 農地中間管理機構が貸付・売渡を行う遊休農地について、現状復旧に加えて、
園地条件の改良を実施 拡充

ポストコロナ時代に挑戦する産業支援

遊休農地の現状復旧
① 樹木伐採・草刈り

園地条件の改良 拡充

② 設備の修復 ④ 設備の改良
③ 傾斜の緩和・客土

※新設は除く

植栽可能な

状態に回復

（モノレール、園内道、鳥獣害防止柵、水路 など） （モノレール、園内道、鳥獣害防止柵、水路 など）

（遊休農地）

（整備後の農地）

● 遊休農地の解消は喫緊の課題 年間発生面積 約200ha

モノレール

園内道

修 復

改 良

園内道

モノレール

破損した
園内道



スマート林業

[対象機器]
① 林業用資材運搬ドローン
② プロセッサヘッド
③ 遠隔式原木荷外し機
④ 材積自動計測機
⑤ 架線設計支援システム
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紀州林業収益向上プロジェクト 農林水産部 林業振興課［2969］

スマート林業システム整備

新規

低コスト作業

[対象機器] プロセッサ、油圧式集材機 など

（林業用資材運搬ドローン）

（プロセッサヘッド）

•伐採、搬出、植栽など森林施業の省力化を図るため、
スマート林業機器の導入を支援

• 需要と供給のミスマッチを解消するため、需給情報をタイム
リーにやり取りすることが可能なシステムを整備

林
業
事
業
体

製
材
所
・
原
木
市
場

等

需要別原木判別システム

ポストコロナ時代に挑戦する産業支援

需要別原木判別システムの整備 新規

● 林業収益を向上させるためには、木材生産の効率化に取り組みながら、売上を拡大することが必要

0.4億円
(補正0.2億円)

0.7億円

紀州材の価格上昇・取引量増大を実現

【需要・供給情報】
（例: 樹種・材径・材長・数量）

市場ニーズに応じた商談が効率よく進展
商談・マッチング

入力

＜立木情報検索機能＞
・林業事業体が高精度な立木情報を検索し、
タイムリーな供給が可能

検索結果（例）
樹種、径、本数、
道からの距離
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観光産業の再生・発展

ポストコロナ時代に挑戦する産業支援

●今後、観光産業にとって追い風となるビッグイベントが目白押し
●この期間を『ダイヤモンドイヤー』として位置づけ、コロナ禍からの反転攻勢を図る

ポストコロナを見据えた観光成長戦略

●『ダイヤモンドイヤー』に向けた観光戦略

●「多様な旅のスタイル」の普及・定着●「蘇りの地、わかやま」キャンペーン
ワーケーションなど「新たな旅の
スタイル」の普及・定着
サスティナブルツーリズムを活用した
企業研修・CSR活動の誘致

商工観光労働部 商工観光労働総務課［2724］
観光振興課［2777］
観光交流課［2789］

新規

「弘法大師生誕1250年」(R5) 「世界遺産登録20周年」(R6) 「大阪・関西万博」(R7)

世界遺産登録20周年に向けた
機運醸成と受入環境整備

■機運醸成シンポジウム
■DXの推進によるストレスフリーな

観光地づくり など

＜6.4億円［③補正101億円］＞

弘法大師空海ゆかりの地の連携
による共同プロモーション

多様な旅のスタイルや嗜好に対応した
テーマ別取組による誘客の多角化
旅行割引支援策による旅行需要の喚起
インバウンドの段階的回復に向けた
プロモーションの展開
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民間ロケット発射場周辺地域活性化

ポストコロナ時代に挑戦する産業支援

商工観光労働部 産業技術政策課［2373］

●民間ロケット発射場「スペースポート紀伊」において令和４年末、ロケット初号機が打ち上げられる予定

宇宙シンポジウム

●宇宙産業集積化に向けた気運を醸成
「宇宙シンポジウムin串本」
（令和３年７月開催）

ロケットを活用した地域活性化

●公式見学場設置

地域に溶け込んだ新たな観光コンテンツを創出

見学来訪者の周遊観光により観光消費拡大

ロケット［KAIROS］打上げイメージ（提供：スペースワン社）

公式見学場（串本町：田原海水浴場） 公式見学場（那智勝浦町：旧浦神小学校）

●交通渋滞対策

●旅行商品造成

・パブリックビューイングを設置し、プレミア感のある見学場を整備

・臨時駐車場からのパークアンドライドや、交通規制により交通渋滞を回避

・県内への宿泊や地域観光資源を組み合わせたツアーを企画

＜0.4億円＞
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IR（統合型リゾート）の誘致 企画部 IR推進室［2334］

ポストコロナ時代に挑戦する産業支援

施設全景

※今後の計画進捗に伴い変更する可能性があります

国 県

■区域認定（最大3ヶ所）

■ＩＲ開業（2027年秋頃）

■区域整備計画の作成
・公聴会等の開催
・和歌山市・県公安委員会との協議
・和歌山市の同意
・県議会の議決

■国への認定申請（2022年4月末）

【ＩＲ開業までの流れ（想定）】

★日本で最初のIR開業をめざす
大きな経済波及効果や雇用創出効果が見込まれるＩＲについて、コロナ収束後の県経済復興のための

エンジンとなるよう、 社会的リスクを排除しつつ全力で誘致を推進


